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of1,2,8,4,5,6-Hcxa?hlorocyclohcxanc(qarhncxanc)bythePolarOgraPhlcPcthod･･I
(StudiesonlnsecticidcszlndFu叩I'CidC3bythe'Pohrogmphic･M叫 od･,I),I･BoEytL･Kagaku

10.:'8'1-87(WithEnglish′fdSume,･AtP･36).

_ヽ
1,2,.3,4,.51,61Hcxachloro申･占lohexancの γ一異性体 (Gammexanや)一 ･
の定量(=町 井 ′ ′ '＼ , -､

/ 昭和23年6品 這 受付

(ポーラ ログ ラフ法 に依 る農薬の研究 琴 1報),ト
･鎗 ( 木 侶 ･ 申 r 島 稔 ≡′一ヽ
(京都大嬰畏堅部林盃化堅研究室及び良菜化嬰研究室)

_1,2,8,4,6,6-Ⅱexachlorocyclohpxante(略和

B･ⅡTC)には現在迄に6何の立体異性体 (α'β'

＼.1,♂,E-型) が知られて居るがその中で γT具体性

(Gammcxanc)のみが特に張力な殺虫力を有す(1)
る市はR.ESlよdc氏(1948年)の指摘した通りで

ある.工業生産晶であるB.I.･Cは常然之醜 伍∫ I
' 異性体の混合物であるのでB･E･Cを殺虫剤とし

:て使用ずんとする場合Ptは,それに合有せら､れて～
1居る γ-異性体を定盈する事が必要となって来る･'(2)
然るに現在は赤外線のチベクトル分析法VC.依る以/
外は i･一異性作の定量法は滋く'特に我国に於て

､ 工 芸表芸左言霊霊芝慧芸望彊 警 慧 望孟

･∴ 卓な定量法は各方面から馳 せられて居た･
･然るに興味ある:-!Jiには此のγ-異性体のみが泊

I -一芸悪霊覧誓言霊芝慧 認 諾 欝 芸芸･:',p'pS
グラフ凱 p｡Iarog,aphicmc_thod),を用やてγ-

異性体の定量法を研究しその精度に於7C赤外線ス

●′
忘議 チ析聖 も轡 ナ轡 を枇 ので批

Ⅰ､･電解液の調製

1:･,q 剤 ..

先ず第-に問題となるのは溶剤に何を選ぶかで■

ある･一般に有扱化合物o/ポーラログラ椎 では
水に難辞性の物質は梯沌な潤柿水砕液をj71いて居

るがBl.I/Cは水には殆んIと拾酔せず且酒相にも

難辞である･'両もTf際分析を行う場合には'他の

≠弛 体中に混在するγ潮 岬 を讐 するのであ̀る∫
耗1948年6月12日艮載化拳骨関西骨支部訊涙骨vL.て鼓髭

1 .1L
,(

から B･ヰⅠ･C としての砕解度の可及的大きな溶

剤を班用せねばならない･･更に必要な事は溶剤白1

体が水溶性であり且つそれ日経水銀滴下極で還元

されない罫及びそれに不純物として被還元性物質

･を合有せぬ事等である･

酒蹄を溶剤として使用した場合は,上述由如 く t

にB･E-･.Cの溶辞度が小さ･く'之を大きくするた 4′
め咋49-50%の酒椅水溶液を用いると酒精中に不

'鈍物として混在する故還元性物質 (主としてAce･

taldchyd.e三明 の完全な準去正直雫田雛であり･■
且づ貯蔵中にも白然酸rヒに依り生成して来る)･が

由Tcされ,.秩丑のγ･異性体を定量す畠場合に大き _

･な誤差の原因となり勝ちである･叉酒精溶液では

γ･異性作の道元波の形状が良くない事及び還元を

､幼軍しこ速 め還元如 ねらFLない事b_:多い･之等

讐 漂器 差芸墓誌栗石諾 霊芝警翌蒜 言霊mL､･
/

た･

離 以外醸 剤としては千cctonc･Etllyhce･■
tatc及びDioxanc符が考えられるがAcctoneは

それ拷身辺元されるLEthyhcctafpはB'.E.,O

を可成よく拾解するが水に封する終解性に劣るの

で系軍 我々は取も誼常な瞥瓢と̀し七 Z)io血 色を
使用し溶解度を考鳳して40%の Dioxane水溶液_(

る溶解性が大せあり,それ自身還元される等なくtL

汰.tは任意に混合する･更Yt最初精製して7jt,辛

立下期を完全に除けば貯萩中にそ担 唱 然に生成 .

する恐れカ噛 ゝ等,全く理想的な溶剤阜考えぢれ '
ら. 一才

､ J< ､ 十
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2･電 解 質 ･ ､ ＼

夷̀に考慮す可き事は添加電 解 質 の短類に就いて

である･適 常用い られるECl/N II4C1等の無税盟′
新は,40蕗 拭 ox'anc水溶液の 如 く高波度に有機溶

鮒が含まれて居る場合吟は電 癖 質としての効果にノ

乏しや道元波形に歪左生す畠･■如 田舵 の一例

で&.って何れもγ･異性体のポーラログヲムである

が曲線Ⅰ､は電解液としてn/10NH4CIz=J含む40%

酒 精 水 溶液を使用したものであって還元波の上昇

部 分 の 傾 斜 卵 殻 ぐ 拭故電流 (Dlffusipncurr上nt)

の 部 分 の 砂 状 が 明 確 で なVi･曲線 Ⅱはn/10NH.Cl

を 含 む 4 0 % D io x a n e 水 溶 液 (pE-I.07の緩衝J

荻 を 用 ぅ .) 中 の 還 元 波 で あ っ て 曲 線 Ⅰ 以 上 匹 波形

は 歪 ん で 居 る ･ 従 っ て 粒 々 寧 験 の 結 果 我 々 は 有 機

電 解 質 を 用 い る 事 と し ,･ T ctraふ etty ! am m o･･

∫3･緩 街 液 一

; 蹟簡液としては XolthoffゐEⅡ2PO凋 砂系
あものを用いた:%Lの理由は担架濃虚の大きい絞t

衝液は40% I)loxaりe水溶液の如きもαで拝その

.成分墜顎の一部が沈澱 し溶液のPEを変する恐れ●

がbrるため比較的濃度が小さ:(て援筒能の大きい一-

1も㌫ 選ん準の競 る･lPH:'tk 7陀 ?もP I
･を用いたのは γ-異性体句.年波電位 (Halfwave＼,

pot,ential)が約-ll,15voltで挙るために酸性溶液

. ではγ･異性体の還元波の直後に水素の還元波が生＼I

じて班散電流が明確に現れないためである･′然し･

∴アルカリ鹿溶液では後述する様に分解するためそ

I､芸冨慧三蒜 蒜 芸一三aL妄言芸蒜 諸 芸慧
'衆道であるとの結論を得た ･ ◆

∫･芸 (C甲3)4NC1.in'_FolltムofL,B Buffcr.

也 γ･異性体は極大現象を現すので之を抑制する一●･
,I.ために0･5% ダラチン溶敵を少盈添加する坊

が必要である･

且･測 ′先 方 許
′

n iu 甲 'c h l｡ rid c ( C H 3) ｡N C l か そ よ ~ム t｡mi do./ ･上述'の鹿解靴 十分精義Lkr･A性休学塩･tq,･

( C E .) 一 N B r を 用 い た 結 果 曲 線 皿 に 示 す 如 き 儀 型
I

的 な 退 党 政 が得られ坤 mn?exan e' の 定 量が初め

て可能となつ袴のである･･

′■

第 1周 年mmexBne の Pohrog持m

丑に加えてその濃度と波高の閲係を調べた結果第 ､

2国の如き測定曲線を得たi .､ ′

{

1

｣

I ･洞 -1nONfT4Cl･4.0%Pthnol･･;o'ibJu"erSolution･

凋 1n画 C1･40%Diotphe･BufferSolution
I (pⅡ〒7･OjI

′強 豪C耳3,4- li,49%;:ui.oi::a(e諾 u=(:,C.r, ,

82
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波高の測定に

た!此の管測ニ /
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位をもとにJして最小二乗法k:依b各位腔に於ける一

理諭波布を叔確値 (Moistprobablevalue)とし

て求めたのが第2田のTf紋である･燕 の正線方耗

耳は
･y= 1･897･r+ 0.018･ (i) .

なる一次方程式で衣さ克 之が班準取玲現 象であ .I
る･琴に■xは腹壁を･10-･･moLEiBtで去.した値･ーyI
は波高を糎で表した値である･此の式で右達の第

2項10･018̀はLO.と見倣して良いから此p直線は盛

標軸の夙点を通る･即ち濃変と波高は比例関係た

あ粥†罪伍と琵鹿値とは質験誤差の範園内でよく '.′

一鼓して屈る･従って逆に'波高から正確に電藤波

誓 言 王 寺 三 三 二 ‥二i=_i_

物*b r･異性体を堤通 する事が必要である･畔の

ために十分精製したふ,β,γ,leの4異性体を種々

の割合に況合したものに就てその中に含まれるγ一･.

異性体の定立を行った･第 2田の○点は此の質測

値を示す･比の田I2相 かな如 く･に混合物中のγ･

･声性体は畢弼Fj場合よ~りも波高が棺低く表れて居

る･今この符測低をもとにして帝確低め直線方程∫
式を求めると _

.. ･y'･=1:312x-0･087 ･ (2)

となb上記と全様鼠点を通る直線が得られる.従l

って此の波高の低下の原因は,何等かの定常誤差

(co去stanterr9r)に依るものであり'荷正に位･

D拍去し得るものである･との誤差の原因は未だ

喝らかでないがα｢異性体の共存する場合には第3

国の如 く拭数電流が傾斜する珠触 ものであって

･(之はa･異性伽 亨水素過電堕をL小さくするためや

あろう)Iこのために波高を作固する場合に稗低 く

iRrl定されるのであろうと考えて転るが男に詳細な

質験を行う予定である･.t･
在線方程式 仕)及び(2)-3:Jか神立係数を求めると

γ･= 1･107y′ .(a) 一

となるI･此の祁正を施した後の値を第2園に於V i(

で×点で示すと■3='く研 唱 論直線上に粟?て居る

苛紬千分る･･か 二ゝる抑正を施せば各稜異性体混合物

中?γ･異性化叩 勧 場合と等しYl波高をおし/

従って況合物*.のr･身性作の定立も質験誤差の範･

園内で極めて正路こ行う許が出来る.

今参考のためにγ･異性体●をポーラログラフ卑亡
ヽ

＼ .∫

岱 10 蚊

第3圃 γ･爽性体の.PohrogTam

.B]i･女性体のみ.

'胤 ;･異性体+β･異性体+γ項粒体

I(2).
先史した場合の誤差を赤外線スペク トル法に俵も

改善と此奴て見ると第二変の通 わせぁる.
ll

･第 2't表

∴ GAm exane定め 際の*･-'甘･わ ･,a .
-と赤外粒スペク トル法 との誤差比校

/く但しlJ中のgに換昇)

ポムヲT'グタ7法 卜 赤外線スペク トル法

此の南-8.は勿論試料のとb方や共存する異性体

'の種現も央るので飯盛な意味に於け鼻血政に毎I
'らないが南方決め概略の精度を知る事が出来るでヽ

あろうJ即ち上表から分る如＼く由一ラp-グラフ法

:の方が誤差が⊥桁小さく,従う七それ丈精劫 鳴

: いと言え卑･ i ･ _( /
次に本革丑法の鹿用の一例としてγ･異性体bT

1. ルカリ性癖液中での分解を研究した研γ項 性体は

IJPE=10･0の溶液で'ti溶疲調整後大体一日で50%
ノ

33



､ L ヽ

I

防 B虫 札 畢 第 10班l
I

以上分解巌 事が分つ左 .-此の問題vi-B.H.tc壷

良薬として使用する盛合に極めて重要であるから

更に研究を絹行中であ'る･ .. ･,,
ノ又市販せられて居る二位類の.LB･五･C製品訂分

析して見た所そのγ･合有丑は夫々0.84% i-1･10
%であって,製品に依 り大きな差がある事が判明

㌔-した･

ト安 立 払 ′J
l ノ l

賀政に使用した 1,2,8,4,5,61Hexachlorocy･･

clohcxancめ各異性体は夫々十分再結精製し･ー葬

の如き軌魚を示すものを用いた ＼ t

異性棒 融 点
155二_1670CBI+Jrf●●●●LfL-4+rp+●●●●●■■,l⊥UU-

.β･･∴㍗ 二･･･十 -- 303

･ γ･････-･･･/･･- ･･l･･･････111-112

/′ 8･･･････････････.･∴ ･･･-∴ 185-136 ･

.J又溶剤として使用する I)i(kane'は予め精製し･

tyEて基試陵を行い全く道元波を衣さなしものを使用

･｣ や 次長上記の'T･A轡 壷除く各異毎 (α,β, , I

･8)は夫々畢猫でポーラ｡グ ラ_ム々 とって見たが

. 何叫もむ く還元波を安さない事を確めた-･､̀

測定曲線:-第2国に示す如5'測定曲線′を得るた

･めにγ-異性体の稜々な浪度の溶液を作りそあ濃度､

と波高の関係を甲べた･その際の質放任件及び資

I.敬結果を衣示すれば第 3髭の通りである!､,

I､ - l ･ l
I

､'/･

＼

l 第3表 ､

..I'7･琴粒体の泣皮と攻高と-の関 係 :

電解耽;′意 (GE3).FCl岬 olthoff･赫 fferSolJ''.lutiDn(PE-.7･07)+40%DioxAne'1･ゼラチン添加 ＼
1mm波高;3.9xlO~8A ′

:.t:乍･iL3､6gkcc/d叩(AtE.M.Fl･00V･)m-:0･8mg/BCO･
mB/3tl/6;1.086` 't.

1箕面 攻､高l 臥 申 波 高

lxlO~Jmol
PoxI.(,1
4k･(/.
Gxlu～-

28- 1･q9662'.18
83. 3.24,
112r∴ 4.37
138 ･5.30
166 6†47
197 7.68
227-8.85

14mm -0.55JIA
BS ＼ I.09
56 2.18
84 3.28
112 ■4.37
140● 5.46

㌔

168 6･55 J '
･196 7.64

224 8.74

〔備考〕I:滴下趣二滴6?滴下時間 ′'-n!･'-秒間に滴下趣屯細管より祇山する
水盛艮の塩丑 ▲

∴混合試料中のγ･異性体の定畳:.L記の各HI_異性ノ

体を直々の割合に秤畳し之を10ccのDioxuncにl
路解す早･此の際辞解度の関係.から試料の鮎 丑
I/を的70mg位にとる･次にこの1ccをとり陀網状

〔n/10(CH8).NClinXolthb坪紬 ufLcrSolution
(pH-7･07)+40%Dioxane,ゼラチン添加〕に

,て10倍に稀廃しどの中のγ･異性体を定丑した･

t之を第4表に示す･夢中波高以外は傘て鹿試畔に
･ついての鹿を示す･.デ ,I, L∴

第 4 表 混合試料中の γ･異性停め定丑 (改稿1mm:3･9×1018A)

拭 / 痕.IN?･･,II No･ J､巨 Ho･qニト No･TVINo･vl Ho･Ⅵ

′α･ 典 体 性 √(mg)ヽ
.β･ . 〝

γ- `〟

(＼̀ L S･ 〝 /

合 ･ 計 l轡 )

7-包 皮 (10~㌣ l)

/実 測/波 高 (mm)

γ･汲/h皮 (10~3mol)

〝 (mgllOco) ＼

訳 '短 fy(mg)

/ 純 正′波 高 (ヤg)

γ･Et 庶 (10､3mol)

U (mgllOco)

洪 遵 (甲g)

0

o

00
6

1

招

▲4

.7

0

〇
一5
4

1

4

5

5

7

1

一

7

1

e一
.

5

85
1
8
.
8

1

3

07

4

鵬

7

22

一1

望

cc
別

』
_

1

84
＼1

･一 ノ
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上衣中の試料yo･●Ⅰ及びⅣo･Ⅰのr･異性体の秤

丑は改差の堺位を正確にするため微丑天秤で10-3

･tng界位迄正確に秤丑したものである･

γ･真性体の分解･'γ.異性体はアルカ1)世辞液中

に於て分解するので EolthofL'Sbufferl80lution

を用いて pF =10･OK=して分解率と時間との関

係をLlらベガ･如ちγ･異性体O,潰慶を10~3m01に

して電解液 亡n/10(CE8).NBrinXolthoff'Bm f-t.I
ferSolution(pH-10.0)+40勿 Dl'0甲ne,ゼヲ≠I
1/添加⊃-*でその田鹿 を測定した結果を第 5表及

tF第4園に示す

第5未 /71異性体の分解速庇' ～

_ (波高1mn‥3.9xlO~8̂)

H帯T･8時間工.一タル油出した･此の抽出物に鹿

て上述の定丑法でγ･異性体を定量した結果を欝 6'

衣に示す･ -∫
1

L 第6震 市灰B･H･O架品の分析例 ､

･' A -1 B L･

' ' <絶 括 ､

1)1,2,守,4;6,6-HcxachLoro.cyclohcxatl'cbr･異

性体はポ⊥T7ラグラフ法に伐 り仰EEiに且極めて正
確に定盤出来その棒度は赤外紋スペク トル浩に勝

lt-2) 電̀解弦は 〔n/10(C耳3)｡野CI'i益ⅩdtもhoffS/

BufLcrSoltltion(pH=7･07)+40% I)ioxane'J
ゼラチン添加が〕層通常である･(C173).NCllの

代 わに(C甲3)4NBrも使用出来る･7

I3)γ･異嘩体のアル,A7)性溶液中でd分解速度を

･.Lもべた . ･ ､ ■

4)市販B･E･C琴品を分析 した:

･と悪霊完芸BmgL歪警慧芸冨芸芸言霊 筈慧･:雷雲 .

て分析試薬の合成並びに精製隼甲島が行いポ丁ラ～

::＼pグラフ質験は鈴木が捨嘗した･そJLて比較的短

期間に可成満足す可.き研究成果が締 られ年のはか

･･二､i.る共同研究の結果であ､ると侶i;る､･ ＼̀1
.㌧倫本研究を行うに貰って斡店･儲両教授の御 旨

ノ....恩 と掛取達を賜った郡牢対 し好 く鹿討の恋を衣す

･ 去豪節である.又稜々御鑓宜を計って赦ふた化畢

･研究所武居研究払 化研塁晶工準株式合政及び大
個 瓦斯株式合祉中央研究所に御砲申し上げる･ 了

./
pTI云10･0に於ける血mmcnno●の分解曲税(.&汲)

I

市販B.i.C製品の分析:現在市収せられて居

るA杜きB杜のB･E･C藻場 畠分析して見.た'･即l
ち統料 (粉末)各 10g宛取り之をソツタ不t,空地

●ヽ

＼ -I
ll ′

文 献∫

1)R･E･Shd占:chemist,y-anJd Industry
1945,814

2)L.W.I)aasch:hd.&Eng.them.An aly.
Ed19,779,(1947) l1

8)志方,鰭 :化畢寄添畢第二部基本操作詰丑＼

4) 館 l･･封 ヒ･16･1057(1941)
///
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Itw?sreport.edthatamonk･thefiveisom占r守Of1,2･8,3･5･'叫 QXaChlbr?cyclohex甲e(B･
TI.C),theγ･is-bmerwaslmu砧 moretoxictoinsectsthananyOneOfoth_ersュ:Theco甲･l≡!■

mefcialproductsofB･H･C⊥are-themiⅩ叫reofthese_isom甲Sandso,whenwe､世Sedthem,
iti岳vcryimB6rtanttodeterminetheam.ountofγ･isomer,containedinthem･

-℡)､' /

Nowiaday中 0.method-1exceIptinkriredspeCtroBC,OPTIC･ana.ySiB,高 noLn}for＼ldist'ing･I

血ishins gammexanefrom itsisomers∴ Inourcountry,昼e㌔ppar'atu芦Of̀infraredspect･
iI

･roscopic'atialyBisisveryexpe甲iveandm-oreovar,itsore.rationrequir由 ns･tobeskilfuL･

.IIt-･wasverylJnterも畠titlgth,dt.onlytheγ･isomcrやaselectrorreducibleatthedropPlngL

mercuryCathodeandothers'werenot･WestudiedonthequantitatiすeanalysisOfγ･isom･､

crby.thepolarographicmethoSi･hdfoundth恒 hismethod1.Va卓moreaCC.urateandzho,re

easyindctcrminationofγ:i苧OmerthzLninfraredspectroscopic-method･ I
l一 ･ l' .l

∫

/Experimental､､､amq′DiSCuSSion･･ ･
:First,√wech.osc40% dio妄ane98･tllebest,solventfor･B.Ⅱ.C･ In th,Cpohrogr叩hic

･mcthod,ethanolw* dften.usedforthesubstanceslSughtlysoluble･in･twatcrbutiicon･
●

l " - ､
taincdalwaysalittleapountofrcducibleJBubstance.苧SuChasaldehydeもwhichwccoul(II

notren!oveeasilyandso′in such high/conceqtration ふS40% sol坤9n,thi占oftczlbc･

came'thes甲rcPO圭erroi･ ′ /. /､L ､
Next,vechoseaselectrolyte′ノSuChorganiclc.ompoundastetramethylam血onium chl･＼

I/Oride,(CIも).NCl_orbromide,(C.E3).NBr･ IIporganic･clcctrolylt甲 BuCh'a苧Nfr.CI,liCl

ctc･■couldnot.fullydotheir,Wワrkintheor甲ni｡solvent.･･
Thus.thebestcdnditiopoLfclectroytesolutionwasdeterminedasfollo☆8,/

意 (C耳s)4NClinEPLthoff･sbuffersolution(pⅡ-7･07)+40%.:Pioxane･

′′.
ThemeltingpointきofpureisomerswhichweusedihthisckperimcntyereglVenbelow.

(､ Isomer / ( Meltingpoint･
a ..上.1･･.･.･/...･･･i･･… 155-1570-
β ･････････････.･-∴∴･. 30I8｡

T ･･･････････-･-･･-･11111120

∂･..;･..;.........+… …..I185一二1860

-Asab,ove.mcntioふcd･dayotheron6ihan/T･lSOmeトdidnotslhow'r'thPreductionwave 1

andofbdursc,theclcctrolyte_solutioninc-Ontrolalso'dit･not･ ､

＼ I

:hn.:anmbPIeSthOef･A:aries;;0;:resicf.I芸aSi:'8,2'atnhdetChaaLib:attio_;S｡:br,V;a.6tfh｡γ:SiOxTuC,re,0.nfTy.t;ca,9十

i'somersbythedotted･unq(cf･,iabler4).･We･- Id占ee,inthisfigurethat/thedotted I

line.W.as__slig叫ylolrerth吋 thestraig叫 one;ふ Otherwords'thehighトof･wavcofド●

γ>ispmerinthemixtu,ewaslowerthanthatofT･.isomeronly..二通 W, W｡can,igive

甲 CtCXPlanationtoJthisphenbmenpnJbutwe･believèthattheovFrVOltagelo‡hydrogcn -･-I P I
become,S,smallerbyくα-ri革Omer;_forwhich班eLightofwaveofi･･i革OPerinthemiⅩtu'Te

86 1

/

▲ ･

＼ /
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魂＼mcaSurcda･嗅 elowc,byTAChi7smcth最 '･ A8Shown,in Fig.8,in theprcs車C占

ト of･aTiso叩 ,･the･C'urve:of-saturat王onでurrczLtdcch'ncd･morcSharplyth血 王ni.hcabsencel
-ofit･■ThusthelowerlngOftheh王ghtofwavein･the血ixturewasduetotheconstant

叱rrOrands叶litwas･posSibleto.cancelI′●
TheequationofStraightlineinFJ'g･t…eicar,for,Dy車 cm-aticTI/co'T;ct･ion･ ,

･.Y､=1.397Ⅹ+0.018 こ:=コこ
劫ndthatofdotted'linewas ･<

Y′.≡ 1･312Ⅹ/- 0.087 ､

WhereX (Ⅹ′)wastheconcentratio'nofγ･i80ふcrin10-4 molunitAnd-Y (Y,)wasthe

JlightoflVAV?incm-uni七･ 一 I

Thuslthe?quationofc'orrcctionwas
Y ≡ 1.07Y〉

Thecorrectd h_･･ghtsofwave/we'reBhown叶 point5(Ⅹ)in-Flg･'2and.wccould･Bee

th如 thcsevalucgノagreCdverywellwith･thatofγ･isomcronTy･JnTable2,Wecompared
･theerrorsofpohrographicanqlysiswiththose▲･ofinfrqrcdspcctroscopICanaly5is･'This

wasnotexactcomparisonlbut･it-couldbesaidthattheforplerW左splOreaccurately/
'thnthelatter. r

rln叩PticatiQnOfthi月m6thod,W?studied†onthedcco'mposition.･velocity.ofγ･isomerノ

inthe､よIkah･neTcdlum (pⅡ=10･0)･･Thisdatawasshow･nin,pig･上4andTable'5･
.wemeasuredthec6ntcntsofgammexaneintwoco云mercial:B.Ⅱ.Cprodubts(thes占

:::ec:hnctaTnicxdtuirn霊 pf.･dEuとEaanndd1?CID.t;niitne)蒜 :iitc:.va,afouidp.that.?･禦 am誓 8甲 ･

/

(吋 ZCultural Chem-cAi lngtltttte.Facl.lty.ot･AAr.JCtllt.Ire, ZEyoto tJnlverglty.)

/

I ､-

〔校正註〕環近攻の二親文を Chc甲icalAbstr?ctsに依抄知った.′ヽ

Polarographicand畠pectroscopicstudiesoforganic.halogencompoun(ls.
′′

Ⅱ.1濫eller,M.Ⅱochweberand冗.V.Ⅱalban.･

Ⅱelv･.Chin,ノActa29'761-9.(1946) .＼

〔chcm･′Abstracts40571t83I(1946)〕
▼
(

JPolograi)hicdetefminati6hofthegamniaisomerofbcnzcnhexachloride
/

I,G･B･IngramandH･E･Southcr'n･･NatTre761'437-8(1948)､1∫
〔Chcm.AbstractsA2'3895f(1948)〕 ､

J

何れも原取を入手せぬあで詳細は判明せぬが hgram 氏等の方法は gam血exaneを酒精に溶解し電


